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一
、
は
じ
め
に

　

人
形
浄
瑠
璃
史
研
究
の
一
角
を
な
す
興
行
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
江
戸
や

京
・
大
坂
等
、
都
市
部
を
主
要
な
研
究
対
象
地
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。『
義

太
夫
年
表　

近
世
篇（

1
（

』
は
、
そ
の
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。
一
方
、
人
形
浄
瑠
璃

は
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
村
落
部
ま
で
伝
播
し
、
現
地
の
人
々
に
よ
っ
て
興
行
・

上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
落
部
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
・
上

演
に
関
わ
る
研
究
は
都
市
部
の
そ
れ
に
比
べ
て
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

近
年
全
国
の
自
治
体
史
の
事
業
化
に
よ
り
地
域
史
料
の
翻
刻
・
紹
介
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
村
落
部
に
お
け
る
人
形
浄
瑠
璃
興
行
・
上
演
の
史
料
が
各
地
で
発
掘
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
度
取
り
上
げ
る
静
岡
県
伊
豆
市
本
柿
木
村
の
史
料
も

そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
一
九
九
五
年
刊
行
の
『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』
に
翻

刻
さ
れ
た
伊
豆
市
本
柿
木
の
祭
礼
記
録
に
お
け
る
人
形
浄
瑠
璃
関
連
記
事
に
つ
い

て
検
討
し
、
考
察
の
一
端
を
述
べ
た
い
。
同
史
料
は
土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料

の
一
部
で
あ
る
。

二
、
史
料
の
紹
介

（
一
）　

静
岡
県
伊
豆
市
本
柿
木
土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
の
祭
礼
記
録

　

土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
は
、
伊
豆
市
本
柿
木
の
土
屋
家
に
伝
来
し
た
史
料

で
あ
る
。
現
在
伊
豆
市
教
育
委
員
会
が
所
有
・
所
蔵
し
て
い
る
。
伊
豆
市
本
柿
木

は
、
江
戸
時
代
は
伊
豆
国
田
方
郡
本
柿
木
村
で
、
土
屋
家
は
同
村
の
名
主
を
勤
め

た
家
柄
で
あ
る
。
土
屋
甚
右
衛
門
氏
所
蔵
資
料
全
体
を
見
る
と
、
村
政
、
年
貢
と

い
っ
た
名
主
の
職
責
に
係
る
史
料
や
、
土
屋
家
の
家
業
で
あ
る
材
木
・
木
炭
・
椎

茸
の
出
荷
・
売
買
記
録
が
多
数
み
ら
れ
る
。
名
主
の
立
場
に
あ
る
土
屋
家
の
、
裕

福
な
経
済
状
況
が
伺
え
る
。
こ
の
中
に
、
同
村
の
祭
礼
記
録
が
あ
る
。

　

祭
礼
記
録
は
「
安
永
六
年
酉
ノ
正
月
吉
日　

豆
州
柿
木
村
祭
礼
中
諸
入
用
帳
」

と
い
う
表
題
で
、
表
題
の
左
下
に
「
世
話
人
」
と
し
て
「
友
右
衛
門
／
助
四
郎
／

源
四
郎
」
と
い
う
三
名
の
人
物
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
友
右
衛
門
は
名
主
土

屋
友
右
衛
門
で
あ
る
。

　

以
下
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
と
略
す
が
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
は

安
永
六
年
（
一
七
七
七
（
一
月
二
十
八
日
、
伊
豆
国
田
方
郡
本
柿
木
村
で
祭
礼
が

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

伊
豆
国
本
柿
木
村
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
を
め
ぐ
っ
て

―
江
戸
時
代
中
期
の
祭
礼
入
用
帳
よ
り
―

三
　
上
　
芳
　
範

大
谷
津
　
早
　
苗
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行
わ
れ
た
際
の
、
準
備
を
含
め
た
出
納
等
の
記
録
で
あ
り
、
こ
の
祭
礼
に
お
い
て

人
形
浄
瑠
璃
が
準
備
・
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
は
『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』
に
全
文
翻

刻
さ
れ
て
い
る（

2
（

。
ま
た
、『
静
岡
県
史　

通
史
編
4　

近
世
二
』
の
「
第
Ⅰ
編　

第
５
章　

第
２
節
」
に
は
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
祭
礼
に
関
す
る
記
事
の

一
部
、
祭
礼
前
年
に
人
形
頭
や
衣
裳
を
購
入
し
た
こ
と
と
、
祭
礼
の
主
体
者
が
若

者
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

3
（

。

　

し
か
し
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
に
は
県
史
の
紹
介
記
事
以
外
に
も
、
興

味
深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
で
述

べ
る
。

（
二
）　
「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
の
概
要

　

本
史
料
の
調
査
は
、 

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
八
日
、 

十
一
月
十
八
日
、 

二
〇
二
一

年
六
月
十
七
日
、
七
月
二
十
八
日
の
四
回
三
上
が
実
施
し
た
。
場
所
は
二
〇
一
九

年
が
静
岡
県
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年
六
月
十
七
日
が
静
岡
県
立

中
央
図
書
館
、
同
年
七
月
二
十
八
日
が
伊
豆
市
教
育
委
員
会
資
料
倉
庫
に
お
い
て

で
あ
る
。

　

静
岡
県
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
・
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
で
は
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
を
、
伊
豆
市
教
育
委
員
会
で
は
原
本
調
査
を
行
っ
た
。

　
「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
は
一
冊
の
横
帳
で
十
八
丁
の
綴
り
で
あ
る
。
法
量

は
タ
テ
三
五
・
〇
㎝
、
ヨ
コ
一
一
・
五
㎝
、
厚
さ
〇
・
八
㎝
で
あ
る
。
調
査
時
点

で
は
別
の
史
料
と
固
着
し
て
い
て
開
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
翻
刻
・
内
容

の
確
認
は
静
岡
県
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

（
請
求
番
号
３
５
０
０
３  -

９  -

８
７
（
に
て
行
っ
た
。

　
「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「 

」
は
内
題
、（ 

（

内
は
『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』
の
掲
載
頁
で
あ
る
。

ア　

 「
覚
」　

次
の
①
～
③
の
購
入
・
支
出
記
録　

（
一
三
五
頁
下
段
十
二
行
目
～

一
四
二
頁
下
段
五
行
目
（

①　

江
戸
に
お
け
る
人
形
道
具
・
衣
裳
等
の
購
入
記
録

②　

人
形
か
し
ら
の
購
入
記
録

③　

そ
の
他
の
祭
礼
に
係
る
支
出
記
録

イ　

 「
礼
覚
」　

出
演
者
謝
礼
の
記
録　

（
一
四
二
頁
下
段
七
行
目
～
一
四
三
頁
下

段
一
行
目
（　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ　

 

ア
と
イ
の
合
計
額
か
ら
収
入
を
差
引
い
た
記
録　

（
十
一
丁
裏
十
一
行
目
～

十
三
丁
目
表
一
行
目
（　　
　
　
　

エ　

 「
座
敷
割
之
覺
」　

祭
礼
の
座
敷
割
付
表　

（
一
四
四
頁
上
段
十
八
行
目
～
一

四
五
頁
下
段
七
行
目
（　　
　
　
　
　
　
　

オ　
 「

村
割
覚
」　

村
民
に
負
担
を
割
当
て
た
と
考
え
ら
れ
る
表　

（
一
四
五
頁
下

段
九
行
目
～
同
十
行
目
（

※ 「
覚
」・「
礼
覚
」・「
座
敷
割
之
覺
」・「
村
割
覚
」
は
「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」

の
中
に
あ
る
題
で
あ
る
。

　

次
の
三
で
は
、『
静
岡
県
史　

通
史
編
４　

近
世
二
』
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
、
人
形
浄
瑠
璃
上
演
準
備
及
び
上
演
に
関
す
る
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
検

写真 1　安永六年祭礼入用帳
（伊豆市教育委員会所蔵　静岡県
歴史文化情報センター提供）
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討
し
て
い
く
。

三
、
人
形
浄
瑠
璃
興
行
準
備
・
興
行
に
関
す
る
記
事
の
検
討

（
一
）　�
三
番
叟
の
上
演
準
備
（
一
三
五
頁
下
段
十
二
行
目
～
一
三
九
頁
上
段
十
七

行
目
）

　

次
の
記
事
は
、
人
形
に
よ
る
式
三
番
の
上
演
が
準
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事

で
あ
る
。

一
、
小
鞁　
　
　

弐
槌

代
廿
弐
目
五
分

代
十
七
匁
五
分

二
口
〆

銀
四
拾
目

代
金
弐
分
ト
九
百
拾
六
文

（
中
略（

4
（

（

一
、
三
番
叟　
　

壱
通

御
面
弐
ツ

三
番
頭
壱
ツ

翁
頭
壱
ツ

千
歳
頭
壱
ツ

〆
五
ツ

代
金
三
分
也

（
中
略（

5
（

（

一
、
七
百
五
拾
文　
　
　

あ
さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
ば
衣
し
や
う

（
後
略
（

　

こ
の
記
事
か
ら
、「
小
鞁
弐
槌
」
と
、
三
番
叟
壱
通
、
三
番
衣
裳
を
購
入
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
番
叟
は
「
三
番
（
叟
（」・「
翁
」・「
千
歳
」
の
各
人
形

の
か
し
ら
と
「
御
面
」
二
つ
で
「
壱
通
」
と
す
る
。
少
し
間
を
置
い
て
三
番
叟
衣

裳
の
代
金
が
あ
さ
ぎ
と
共
に
記
さ
れ
て
い
る
。
楽
器
、
か
し
ら
、
面
、
装
束
ま
で

用
意
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
番
叟
壱
通
、
三
番
叟
・
翁
・
千
歳
の
各
人
形
の
か
し
ら
と
御
面
二
つ
と
い
う

内
訳
か
ら
、
こ
の
場
合
、
人
形
に
よ
る
式
三
番
と
わ
か
る
。
い
わ
ゆ
る
能
と
同
様

の
式
三
番
で
あ
る
。
能
は
、
概
し
て
翁
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
場
合
は
三
番
叟
と
総
称

し
て
い
る
。
人
形
の
場
合
は
、
こ
の
例
と
同
じ
く
三
番
叟
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。

　

小
鞁
二
槌
は
伴
奏
用
で
あ
ろ
う
。
ま
た
御
面
二
つ
は
、
翁
と
三
番
叟
の
人
形
の

顔
に
付
け
る
白
色
尉
と
黒
色
尉
の
面
で
あ
る
。

　

伊
豆
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
形
に
よ
る
式
三
番
が
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
仁
科
、
同

宇
久
須
、
同
海
名
野
、
伊
豆
市
上
白
岩
小
川（

（
（

で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
当
地

で
の
伝
承
は
な
い
が
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
の
記
事
に
よ
っ
て
、
江
戸
時

代
の
安
永
六
年
に
は
興
行
の
用
具
を
整
え
、
興
行
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
右
の
三
番
叟
の
記
事
は
、
以
下
の
（
四
（
に
あ
げ
る
江
戸
で
の
か
し
ら

購
入
記
録
の
次
に
、
一
連
の
内
容
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
で
調

達
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。

　
「
あ
さ
ぎ
、
さ
ん
ば
衣
し
や
う
（
三
番
叟
衣
裳
（」
に
つ
い
て
は
、
後
に
他
の
出

納
記
録
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
江
戸
で
の
購
入
で
は
な
く
、
あ

さ
ぎ
布
を
購
入
し
、
衣
裳
と
し
て
村
で
製
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

そ
れ
が
三
番
叟
衣
裳
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

人
形
に
よ
る
式
三
番
の
か
し
ら
・
面
等
を
江
戸
で
購
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

人
形
に
よ
る
式
三
番
は
、
淡
路
の
人
形
座
が
保
持
す
る
神
事
的
な
人
形
芸
で
、

40
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各
地
に
残
る
式
三
番
は
淡
路
の
人
形
座
の
関
連
、
影
響
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る

と
こ
ろ
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
淡
路
か
ら
人
形
座
が
や
っ
て
き
て
教
え
た
、
用
具

を
置
い
て
い
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
永
田
衡
吉
は
、
相
模
人
形
芝
居
長
谷

座
（
神
奈
川
県
厚
木
市
（ 

や
仁
科
の
人
形
式
三
番 

（
静
岡
県
賀
茂
郡
中
伊
豆
町
（ 

等
に
は
式
三
番
の
尉
面
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、 

淡
路
系
と
考
え
る
説
を
提

示
す
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
右
の
記
録
で
は
、
上
演
の
た
め
に
か
し
ら
・
面
を
江
戸
で
購
入
し
て

い
る
。
か
つ
て
、
淡
路
の
人
形
座
の
影
響
が
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
物
語
る
資
料
や
伝
承
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
ず
、
不

明
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
安
永
六
年
時
点
の
本
柿
木
村
で
の
上
演
は
、
淡
路
と
切

り
離
さ
れ
江
戸
で
調
達
し
た
用
具
で
上
演
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
人
形

に
よ
る
式
三
番
は
必
ず
し
も
淡
路
の
人
形
座
の
影
響
と
は
言
え
な
い
可
能
性
も
で

て
き
た
。
淡
路
の
人
形
座
と
の
関
連
が
み
え
な
い
人
形
式
三
番
と
し
て
貴
重
な
事

例
と
言
え
よ
う
。

（
二
）　�

人
形
か
し
ら
購
入
と
上
演
演
目
に
関
し
て
（
一
三
七
頁
上
段
十
二
行
目
～

一
三
八
頁
上
段
八
行
目
）

　

次
の
記
事
は
、
役
名
に
あ
て
た
か
し
ら
、
計
十
四
点
を
購
入
し
た
と
い
う
内
容

で
あ
る
。

（
前
略
（

一
、
本
田
治
郎

　
　
　
　

よ
こ
め
ま
み
あ
か
り

　
　

代
金
壱
分
ト

　
　
　
　
　
　

三
百
五
拾
文

一
、
亀
井
六
郎

　
　
　
　

よ
り
目
ま
み
あ
か
り

　
　
　
　

ま
つ
が
み
か
つ
ら
付

　
　

代
金
壱
分
弐
朱

一
、
泉
三
郎

　
　
　
　

よ
こ
目

　
　

代
金
壱
分
ト

　
　
　
　
　
　

弐
百
五
拾
文

一
、
後
藤
兵
衛

　
　
　
　

目
く
り

　
　
　
　

髪
熊
の
毛

　
　

代
金
壱
分
ト

　
　
　
　
　
　

弐
百
文

一
、
権
之
守
兼
房

一
、
源
義
経

一
、
門
八

一
、
し
づ
か
御
ぜ
ん

一
、
高
野
谷

一
、
鵜
鷹

一
、
せ
き
女

一
、
貞
松
尼

〆
八
ツ

壱
ツ
ニ
付
代
九
百
五
十
文
宛

　

代
七
貫
六
百
文

一
、
大
三
郎

一
、
徳
女

　
　

〆
二
ツ
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代
壱
貫
四
百
文

（
後
略
（

　

こ
の
記
事
の
中
で
注
目
し
た
の
は
、
か
し
ら
の
機
構
の
記
載
と
、「
本
田
治
郎
」

以
下
の
役
名
一
覧
で
あ
る
。
こ
の
一
覧
に
よ
っ
て
上
演
演
目
が
想
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ま
ず
、「
本
田
治
郎
」、「
亀
井
六
郎
」、「
泉
三
郎
」、「
後
藤
兵
衛
」
に
あ
て
る

か
し
ら
に
は
、
目
の
機
構
な
ど
が
記
さ
れ
、
動
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

ず
、「
本
田
治
郎
」
の
か
し
ら
は
、「
よ
こ
め
」、「
ま
み
あ
か
り
」、
即
ち
、
眼
球

が
左
右
に
動
く
ニ
ラ
ミ
目
に
な
り
、
眉
が
上
が
る
。「
亀
井
六
郎
」
の
か
し
ら
は
、

「
よ
り
目
」、「
ま
み
あ
か
り
」、
即
ち
、
眼
球
が
中
央
に
寄
る
、
寄
り
目
に
な
り
、

眉
が
上
が
る
。
眉
が
上
が
る
の
は
ア
オ
チ
眉
と
い
う
機
構
で
あ
る
。

　
「
泉
三
郎
」
の
「
よ
こ
目
」
も
同
じ
く
ニ
ラ
ミ
目
で
、「
後
藤
兵
衛
」
の
「
目
く

り
」
は
、
目
が
上
下
に
返
る
、
返
り
目
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
亀
井
六
郎
」
と

「
後
藤
兵
衛
」
に
は
、
か
つ
ら
の
記
載
も
あ
る
。「
亀
井
六
郎
」
の
「
ま
つ
が
み
か

つ
ら
」
は
不
明
だ
が
、「
後
藤
兵
衛
」
の
「
髪
熊
の
毛
」
と
い
う
の
は
、
シ
ャ
グ

マ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
役
の
か
し
ら
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
代
金
が
記
さ
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
機
構
が
あ
る
主
役
級
の
か
し
ら
で
、
他
に
比
べ
て
高
価
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。「
権
之
守
兼
房
」 

か
ら 

「
貞
松
尼
」 

ま
で
の
八
つ
は
ひ
と
ま
と
め

で
、 

ま
た
、 「
大
三
郎
」、 「
徳
女
」 

の
二
つ
も
ま
と
め
て
代
金
を
支
払
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
か
し
ら
の
機
構
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
た
い
へ
ん
珍
し
く
、
か

し
ら
の
発
展
過
程
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。

　

次
に
役
名
一
覧
よ
り
想
定
さ
れ
る
上
演
演
目
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
言
う
と
、

「
義
経
腰
越
状
」
と
い
う
演
目
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

服
部
幸
雄
・
富
田
鉄
之
助
・
廣
末
保
編
『
歌
舞
伎
事
典
』（
平
凡
社　

一
九
八

三
年
（
に
よ
る
と
、「
義
経
腰
越
状
」
は
、
人
形
浄
瑠
璃
、
時
代
物
、
三
段
。
通

称
〈
五
斗
三
番
叟
〉、〈
腰
越
状
〉
千
路
荘
主
人
、
一
説
に
は
並
木
永
輔
作
と
い

う
。
宝
暦
四
（
一
七
五
四
（
年
大
坂
・
豊
竹
座
初
演
。
本
作
は
、
並
木
宗
輔
の

「
南
蛮
鉄
後
藤
目
貫
」（
享
保
二
〇
年
二
月
豊
竹
座
（
を
改
作
し
た
「
義
経
新
含

状
」（
延
享
一
年
三
月
江
戸
・
肥
前
座
（
を
更
に
改
作
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容

は
「
南
蛮
鉄
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
時
代
は
「
義
経
記
」
だ
が
、
大
阪
夏

の
陣
を
扱
っ
て
、
頼
朝
は
家
康
、
義
経
は
秀
頼
、
五
斗
兵
衛
は
後
藤
又
兵
衛
の
当

て
込
み
で
あ
り
、
ゴ
ト
ウ
と
い
う
（「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
で
は
「
後
藤
兵

衛
」
と
記
載
（。

　

腰
越
か
ら
追
わ
れ
た
義
経
が
院
宣
を
得
て
反
旗
を
上
げ
る
際
、
軍
師
と
し
て
呼

び
出
さ
れ
た
の
が
、
目
貫
職
人
と
な
っ
て
い
た
五
斗
（
後
藤
（
兵
衛
で
、
酔
態
を

さ
ら
し
な
が
ら
も
英
雄
の
本
性
を
見
せ
る
、
五
斗
兵
衛
を
主
人
公
と
し
た
話
で
あ

る
。
泉
三
郎
、
亀
井
六
郎
も
重
要
な
役
で
登
場
す
る
。
ま
た
、
五
斗
兵
衛
が
三
番

叟
を
舞
っ
て
見
せ
る
場
面
、
泉
三
郎
の
女
房
高
の
谷
と
の
や
り
取
り
、
五
斗
兵
衛

の
女
房
関
女
と
の
葛
藤
、
娘
徳
女
の
自
害
が
描
か
れ
る
。

　

記
事
冒
頭
に
、「
本
田
治
郎
」、「
亀
井
六
郎
」、「
泉
三
郎
」、「
後
藤
兵
衛
」
が

上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
に
機
構
の
つ
い
た
高
価
な
主
役
級
の
か
し
ら

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
が
活
躍
す
る
「
義
経
腰
越
状
」
の

可
能
性
が
高
い
。
後
の
表
１
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、「
源
義
経
」、「
し
づ
か
御
ぜ

ん
」、「
高
野
谷
」、「
せ
き
女
」、「
徳
女
」、
ち
な
み
に
「
大
三
郎
」、「
権
之
守
兼

房
」、「
鵜
鷹
」、「
門
八
」、「
貞
松
尼
」
と
い
う
役
名
も
一
致
す
る
。
ち
な
み
に

「
大
三
郎
」
は
「
後
藤
兵
衛
」・「
せ
き
女
」
の
子
息
、「
鵜
鷹
」
は
権
之
守
兼
遠

（
兼
房
（
の
娘
で
あ
る
。

　

な
お
、『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』
で
は
、「
鶫
鷹
」、「
高
野
善
」
と

読
ん
で
い
る
が
、「
鶫
鷹
」
は
「
鵜
鷹
」、「
高
野
善
」
は
「
高
野
谷
」
で
あ
ろ
う
。

　

ほ
と
ん
ど
内
容
が
同
じ
と
い
う
「
南
蛮
鉄
」、
そ
の
改
作
「
義
経
新
含
状
」
の

可
能
性
も
あ
る
が
、「
南
蛮
鉄
」
は
足
利
時
代
に
置
き
換
え
て
い
る
の
で
該
当
し
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な
い
。「
南
蛮
鉄
」
の
改
作
「
義
経
新
含
状
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
延
享
元
年

（
一
七
四
四
（
に
江
戸
肥
前
座
上
演
の
「
義
経
新
含
状
」
よ
り
、
記
事
が
書
か
れ

た
安
永
六
年
（
一
七
七
七
（
に
近
い
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
（
初
演
の
「
義
経
腰

越
状
」
の
方
が
よ
り
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
。「
義
経
腰
越
状
」
は
歌
舞
伎

化
も
さ
れ
、
普
及
度
を
考
え
る
と
や
は
り
「
義
経
腰
越
状
」
か
と
思
わ
れ
る
。

　

更
に
、「
義
経
腰
越
状
」
で
あ
る
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、『
義
太
夫
年

表
』
を
も
と
に
、
安
永
六
年
本
柿
木
村
で
の
上
演
前
後
に
、
江
戸
、
大
坂
で
上
演

さ
れ
た
「
義
経
腰
越
状
」
に
出
る
役
名
と
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
の
役
名

の
比
較
対
照
表
を
作
成
し
た
。
取
り
上
げ
た
江
戸
、
大
坂
で
の
上
演
は
、
宝
暦
四

年
（
一
七
五
四
（
七
月
二
十
九
日
大
坂
豊
竹
座
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
（
三
月

十
日
大
坂
い
な
り
社
内
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
（
江
戸
外
記
座
で
あ
る
。
こ
の

三
つ
の
上
演
に
お
け
る
役
名
は
、
一
見
し
て
記
事
の
役
名
と
一
致
す
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

ま
た
、
上
演
の
場
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
宝
暦
四
年
、
天
明
二

年
は
初
段
か
ら
三
段
目
ま
で
、
安
永
元
年
は
三
段
目
の
み
の
上
演
で
あ
る
。
初
段

か
ら
三
段
目
ま
で
の
宝
暦
四
年
と
天
明
二
年
に
は
、
三
段
目
の
み
の
安
永
元
年
に

表 1　「安永六年祭礼入用帳」の人形役名と登場する段

入用帳の人形
の役名

宝暦四年七月廿九日
大坂豊竹座
初～三段目

安永元年三月十日
大坂いなり社内
三段目

天明二年
江戸外記座
初～三段目

本田治郎 本田の次郎 本田の次郎

亀井六郎 かめ井の六郎 かめゐノ六郎 亀井六郎

泉三郎 いづみの三郎 泉ノ三郎 和泉三郎

後藤兵衛 ほり物師五斗平 五斗兵へ 五斗兵衛

権之守兼房 ごんのかみかねふさ 権之頭兼遠

源義経 源のよしつね よしつね 源のよしつね

門八 ねぢがね門八 ねぢがね門八

しづか御ぜん しづか御ぜん しづか御前

高野谷 和泉三郎女ほうたか
のや

たかのや 和泉三郎
女房たかのや

鵜鷹 娘うたか 兼遠娘うたか

せき女 女ほうせき女 せき女 五斗兵衛女房関女

貞松尼 ていせう尼 貞松尼

大三郎 大三郎 大三郎

徳女 いもととく女 とく女 とく女

源のよりとも 源のよりとも

かぢはら平三 梶原平蔵

にしきど太郎 にしきと太郎 錦戸太郎

だて次郎 だてノ次郎 伊達次郎

さとうのつぼね 佐藤の局

横ぶち藤太 横渕藤次

庄屋

としより

奴関内

奴角内

こしもとまつ

こしもとこよ

こしもとせよ

すゞめおどり軍蔵

すゞめおどり伴蔵

※�人形浄瑠璃の役割については『義太夫年表近世篇 1（延宝～天明）』（八木書店・1979）
を基に三上作成。
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は
な
い
役
名
が
多
数
出
て
く
る
。
記
事
に
あ
る
「
本
田
治
郎
」、「
権
之
守
兼
房
」、

「
門
八
」、「
し
づ
か
御
ぜ
ん
」、「
鵜
鷹
」、「
貞
松
尼
」、「
大
三
郎
」
は
、
宝
暦
四

年
と
天
明
二
年
に
の
み
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
本
柿
木
村
の
上
演
は
初
段
か
ら
三

段
目
ま
で
の
上
演
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
三
）　�

人
形
の
材
料
・
製
作
修
理
用
具
の
購
入
に
関
し
て
（
一
三
六
頁
上
段
九
行

目
～
一
三
九
頁
上
段
十
六
行
目
）

　

次
の
記
事
よ
り
、
人
形
の
材
料
や
製
作
修
理
の
用
具
を
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。

一
、
さ
め
か
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
百
拾
六
文

一
、
胡
粉
弐
袋　

壱
袋　

五
百
目
入　

代
弐
百
拾
弐
文

一
、
あ
み
毛　
　
　

六
枚　
　
　
　
　

代
弐
百
文

一
、
上
す
き
に
か
わ　

五
十
匁　
　
　

代
八
拾
文

一
、
中
す
き
に
か
わ　

廿
匁　
　
　
　

代
拾
六
文

（
中
略（

8
（

（

一
、
八
百
五
拾
文　
　
　

中
入
綿
代

（
中
略（

9
（

（

一
、
百
文　
　
　
　
　
　

ふ
の
り　

大
小
弐
枚

（
中
略（
（1
（

（

一
、
三
百
五
十
文　
　
　

浅
糸
代

一
、
三
拾
弐
文　
　
　
　

は
け
壱
枚

一
、
三
拾
八
文　
　
　
　

同
壱
枚

一
、
二
百
五
拾
文　
　
　

べ
に
か
ら
代

一
、
百
五
拾
文　
　
　
　

ろ
く
し
よ　

壱
斤

一
、
百
文　
　
　
　
　
　

す
　ゞ

十

一
、
七
百
五
拾
文　
　
　

さ
ら
し　

壱
反

一
、
九
百
五
拾
文　
　
　

あ
か
ね　

壱
反
半

（
後
略
（

　

記
事
二
行
目
に
記
さ
れ
て
い
る
「
胡
粉
」
は
、
白
い
貝
殻
を
粉
末
に
し
た
塗
料

で
、「
に
か
わ
」
に
溶
い
て
人
形
の
か
し
ら
に
塗
る
。

　
「
に
か
わ
」
に
も
上
、
中
と
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
下
塗
り
用
、
仕
上
げ
用

と
が
あ
り
、
塗
り
重
ね
る
場
合
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

る
。「
さ
め
か
わ
」
は
サ
メ
の
皮
で
、
塗
り
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
や
す
り
の
用

途
で
用
い
ら
れ
る
。

　

塗
り
に
は
、「
は
け
」
を
使
用
す
る
。「
べ
に
か
ら
」、「
ろ
く
し
よ
」、「
す
ず
」

は
彩
色
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
赤
、
緑
、
灰
色
等
で
、
か
し
ら
の
目
の
周

り
、
眉
、
ひ
げ
な
ど
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
購
入
し
た
「
胡
粉
」
の
量
は
、「
五
百
（
文
（
目
」
を
二
袋
購
入
し
て

い
る
。
1
匁
＝
三
．
七
三
ｇ
で
換
算
す
る
と
三
七
三
〇
ｇ
も
購
入
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
修
理
用
と
し
て
は
い
さ
さ
か
多
い
購
入
量
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
人
形
の
手
足
を
現
地
の
人
々
が
自
作
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
に
は
手
・
足
の
購
入
に
関
す
る
記
録
は
な
い
。
手
・

足
は
か
し
ら
の
よ
う
な
繊
細
な
技
術
は
必
要
な
い
。
現
在
、
人
形
浄
瑠
璃
を
伝
承

す
る
座
で
も
、
手
足
は
自
分
た
ち
で
修
理
す
る
と
い
う
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
手
足
を
自
作
し
て
い
た
こ
と
も
、 

十
分
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

　

後
半
の
、
布
、
綿
、
糸
は
衣
裳
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
中
の
胴
着
、
襟
等
に

使
っ
た
か
と
思
う
。「
中
入
綿
」、「
さ
ら
し
」
は
ま
さ
に
、
着
物
の
下
の
胴
着
製

作
用
で
あ
ろ
う
。「
あ
か
ね
」
は
、
赤
布
と
す
る
と
襟
や
着
物
の
裏
か
も
し
れ
な

い
。「
浅
糸
」
は
縫
い
合
わ
せ
る
た
め
で
、「
ふ
の
り
」
は
衣
裳
の
洗
い
張
り
用
で

あ
ろ
う
。

3（
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
か
し
ら
は
購
入
し
、
手
足
、
衣
裳
な
ど
は
自
分
た
ち

で
、
制
作
、
修
理
等
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
）　�
人
形
衣
裳
の
購
入
・
輸
送
に
関
し
て
（
一
三
六
頁
下
段
十
一
行
目
～
一
四

〇
頁
下
段
十
八
行
目
）

　

次
の
記
事
よ
り
、
用
具
類
を
江
戸
で
購
入
し
、
輸
送
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
前
略
（

一
、
金
壱
分

　
　

右
金
子
壱
分
ハ
衣
し
や
う
の
儀

　
　

方
々
聞
合
手
引
致
候
方
へ

　
　

礼
金
ニ
仕
候

一
、
つ
ゞ
ら　
　
　
　
　
　

壱
ツ

　
　

代
三
百
五
拾
文

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　

壱
ツ

　
　

代
弐
百
廿
四
文

一
、
百
六
十
四
文

　
　

是
ハ
金
切
レ
有
之

　
　

引
ヶ
申
し

一
、
五
拾
文

　
　

是
ハ
日
本
橋
ゟ

　
　

鉄
ほ
う
ず
迄

　
　
　
　
　
　

だ
ち
ん

（
中
略（

（（
（

（

一
、
三
百
文　
　
　

人
形
衣
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　

舟
方
へ
酒
代

一
、
五
百
文　
　
　

道
部
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
ち
ん

　

冒
頭
の
金
壱
分
は
、
衣
裳
購
入
の
手
配
を
し
て
く
れ
た
人
へ
の
礼
金
、
次
に

「
つ
ゞ
ら
二
つ
」
の
代
金
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
が
あ
り
、
五
項
目
に
は
、「
日
本
橋
」

よ
り
「
鉄
ほ
う
ず
（
鉄
砲
洲
（」
ま
で
の
駄
賃
が
五
十
文
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

つ
づ
ら
二
つ
分
の
人
形
衣
裳
は
日
本
橋
で
購
入
し
、
そ
の
購
入
に
際
し
て
は
ど
な

た
か
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
、
購
入
し
た
人
形
衣
裳
を
鉄
砲
洲
ま
で
駄

賃
を
払
っ
て
、
陸
路
で
運
ん
で
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

中
略
後
の
記
載
か
ら
は
、
人
形
衣
裳
は
鉄
砲
洲
か
ら
は
海
路
で
、
船
荷
と
し
て

「
道
部
」
ま
で
運
ん
で
も
ら
っ
た
と
い
う
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。「
舟
方
」
に
「
三

百
文
」
を
「
酒
代
」
と
し
て
払
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
正
規
の
荷
で
は
な
く
、

つ
い
で
に
頼
ん
だ
荷
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
道
部
」
は
、
伊
豆
半
島
西

側
に
あ
る
湊
で
、
伊
豆
国
賀
茂
郡
道
部
村
、
現
在
の
静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
道
部

の
こ
と
で
あ
る
。
道
部
湊
か
ら
は
「
だ
ち
ん
」
五
百
文
で
陸
路
を
本
柿
木
村
ま
で

運
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
柿
木
村
は
年
貢
を
三
津
村
の
湊
か
ら
積
み
出
し
て
い
た
が
、
江

戸
か
ら
の
道
具
等
は
三
津
湊
で
は
な
く
道
部
湊
に
運
ば
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
後
述
す
る
人
形
指
導
者
等
が
道
部
に
い
て
、
購
入
や
輸
送
に
関
与
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
よ
っ
て
、
道
部
湊
に
陸
揚
げ
さ
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
想
像
の
域
は
出
な
い
が
、
現
在
は
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

（
五
）　�

人
形
浄
瑠
璃
興
行
に
際
し
て
の
謝
礼
に
つ
い
て
（
一
三
八
頁
上
段
九
行
目
～

一
四
三
頁
上
段
十
八
行
目
）

　

次
の
記
事
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃
上
演
の
際
の
謝
礼
で
あ
る
。
誰
に
い
く
ら
、
ま
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た
は
何
を
謝
礼
と
し
て
渡
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
床
本
を
借

り
、
太
夫
（
語
り
手
（、
三
味
線
等
に
謝
礼
を
払
っ
て
出
演
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

（
前
略
（

一
、
百
七
拾
弐
文　
　

本
代

　
　
　
　

是
ハ
市
山
へ
返
進
仕
候

（
中
略（

（1
（

（

一
、
金
壱
分
五
百
文　

三
味
線　

糸
代　

〇

（
中
略（

（1
（

（

一
、
六
拾
文　
　
　
　

太
夫
様　
　

ぞ
う
り
代　

〇

一
、
三
十
六
文　
　
　

太
夫
様　
　

取
ゆ
油
代　

〇

（
中
略（

（1
（

（

一
、
金
壱
分
百
文　
　

あ
わ
せ
代　

①
座
頭
分

（
中
略（
（1
（

（

一
、
七
百
五
十
九
文　

友
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
鳥　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
部
へ
参
り
候
節
酒
代
だ
ち
ん
▲

一
、
弐
百
五
十
文　
　

②
座
頭
送
り
人
足
代

（
中
略（
（1
（

（

一
、
三
拾
六
文　
　
　

太
夫
様　
　

取
ゆ
油　

〇

（
中
略（
（1
（

（

十
二
月
六
日

一
、
弐
百
文　
　
　
　

道
部
へ
酒
代　

▲

（
中
略（

（1
（

（

一
、
八
拾
四
文　
　
　

手
拭
代　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
夫
分　

〇

（
中
略（
（1
（

（

同
（
大
晦
日
（

一
、
百
文　
　
　
　
　

ぜ
に
小
使　

太
夫
様
へ　

〇

（
中
略（

11
（

（

正
月
五
日
と
廿
一
日

一
、
五
百
文　
　
　
　

道
部
だ
ち
ん　

▲

（
中
略（

1（
（

（

一
、
金
壱
分
八
百
文　

入
湯
入
用　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
佐
助
様
庄
八
様
修
善
寺　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
入
用

一
、
五
百
文　
　
　
　

道
部
だ
ち
ん　

▲

（
中
略（

11
（

（

一
、
百
六
十
四
文　
　

十
文
紺
た
び　

〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
夫
立
分　

〇

（
中
略（
11
（

（

礼
覚

一
、
金
三
両　

大
坂　

増
太
夫　

〇

一
、
金
弐
両　

何
条　

新
蔵　

〇

一
、
壱
両　
　

④
道
部　

座
頭　

▲

一
、
五
百
文　

吉
田　

勘
太
夫　

〇

一
、
五
百
文　

富
弥　

〇

（
中
略（
11
（

（

一
、
金
弐
分　

⑤
道
部　

庄
八　

▲

一
、
つ
む
ぎ
壱
反　

⑥
道
部　

條
助
様　

▲

　
　

代
金
弐
分
也
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一
、
道
部　
　

酒
代　

▲

（
中
略（
11
（

（

一
、
酒
壱
升

し
い
竹
壱
升　
　
　

⑦
丈
助
様

　

〆
代
二
百
七
十
文

（
中
略（

11
（

（

一
、
百
五
十
文　

⑧
庄
八
様

　
　
　
　
　
　
　

酒
代

（
中
略（

11
（

（

〆
金
八
両
弐
分
ト

　
　
　
　
　

壱
〆
八
十
八
文

（
後
略
（

※
▲
道
部
、
〇
太
夫
・
三
味
線
、
傍
線
①
～
⑧
筆
者
（
大
谷
津
（。

　

冒
頭
の
「
本
代
」
は
、
語
り
の
台
本
で
あ
る
床
本
借
用
料
で
あ
ろ
う
。
上
演
演

目
が
「
義
経
腰
越
状
」
な
ら
ば
、
床
本
は
「
義
経
腰
越
状
」
か
も
し
れ
な
い
。

「
市
山
」
と
は
伊
豆
国
田
方
郡
市
山
村
、
現
在
の
伊
豆
市
市
山
の
こ
と
で
、
約
六

キ
ロ
南
に
あ
る
集
落
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
床
本
を
借
り
、
そ
れ
を
返
す
と
い
う
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

中
略
以
下
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃
に
出
演
し
た
人
、
上
演
関
係
者
か
と
み
ら
れ
る

人
へ
の
謝
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
事
の
道
部
に
▲
、
太
夫
・
三
味
線
関
連
に
〇

を
つ
け
た
。

　

太
夫
・
三
味
線
へ
の
謝
礼
に
関
し
て
、
〇
印
を
付
し
た
。
三
味
線
方
に
は
「
糸

代
」
を
、
太
夫
様
に
は
、「
ぞ
う
り
代
」、「
油
代
」、「
手
拭
代
」、「
銭
小
使
い
」、

「
紺
た
び
（
足
袋
（」
な
ど
を
渡
し
て
い
る
。

　

太
夫
が
付
く
、「
大
坂
」
の
「
増
太
夫
」、「
吉
田
」
の
「
勘
太
夫
」
は
、
語
り

手
の
太
夫
か
と
思
う
。「
何
条
」
の
「
新
蔵
」、「
富
弥
」
も
、
関
係
者
か
と
推
測

が
確
証
は
な
い
。「
大
坂
」、「
吉
田
」、「
何
条
」
は
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。「
何

条
」
は
伊
豆
国
田
方
郡
南
條
村（
11
（

、「
吉
田
」
は
同
国
同
郡
吉
田
村（
11
（

で
は
な
い
か
。

「
大
坂
」
は
人
形
浄
瑠
璃
の
本
場
の
大
坂
か
も
し
れ
な
い
し
、
駿
河
国
駿
東
郡
あ

る
い
は
遠
江
国
城
東
郡
に
あ
る
大
坂
村（

11
（

か
も
し
れ
な
い
。

　
「
増
太
夫
」
に
「
金
三
両
」
と
い
う
高
額
な
謝
礼
が
支
払
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
る
と
、
大
坂
で
活
躍
す
る
太
夫
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
1
（
延
宝
～
天
明
（（

1（
（

』
に
は
、
確
か
に
同
時
期
、
竹
本

増
太
夫
と
い
う
語
り
手
は
い
た
よ
う
だ
。

　

延
享
二
年
（
一
七
四
五
（
秋
江
戸
辰
松
座
に
、
次
い
で
外
記
座
に
出
演
し
て
い

た
と
い
う（

11
（

。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
（
初
春
の
外
記
座
の
出
座
以
降
の
活
動
記
録

が
確
認
で
き
ず
、
大
坂
と
の
関
連
も
見
い
だ
せ
な
い
。

　

ま
た
、
増
を
枡
の
字
に
代
え
て
考
え
る
と
、
竹
本
枡
太
夫
と
い
う
太
夫
が
、
安

永
期
に
上
方
で
活
躍
し
て
い
る
。
大
坂
で
活
躍
中
の
太
夫
で
、
高
額
の
謝
礼
と
な

る
と
、
こ
の
太
夫
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

更
に
、
大
坂
と
い
う
地
名
を
近
隣
で
探
し
て
み
る
と
、
本
柿
木
村
か
ら
比
較
的

近
い
駿
河
国
駿
東
郡
大
坂
村
（
御
殿
場
市
大
坂
（、
遠
江
国
城
東
郡
東
大
坂
村
・

西
大
坂
村
（
現
在
の
掛
川
市
大
坂
（
が
あ
る
。
大
坂
は
近
隣
の
大
坂
で
、
こ
の
あ

た
り
に
い
た
増
太
夫
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
▲
印
を
付
し
た
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。「
友
右
衛
門
」、「
秀
鳥
」

が
「
道
部
」
へ
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
駄
賃
と
酒
代
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
友
右

衛
門
」
は
当
時
の
土
屋
家
の
当
主
で
あ
る
。
他
に
も
、「
道
部
」
へ
の
駄
賃
と
酒

代
が
繰
り
返
し
計
上
さ
れ
て
お
り
、「
道
部
」
と
の
行
き
来
が
複
数
回
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道
部
行
き
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
こ
ち
ら
も
人
形
浄

瑠
璃
上
演
に
関
わ
る
要
件
と
推
測
さ
れ
る
。
記
事
の
中
に
は
、「
道
部
」
の
「
座

頭
」、「
庄
八
」、「
條
助
」
の
名
が
あ
が
っ
て
い
て
④
「
座
頭
」
に
は
「
金
一
両
」、
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⑤
「
庄
八
」
に
は
「
金
二
分
」、
⑥
「
條
助
」
に
は
「
つ
む
ぎ
一
反
」
が
渡
さ
れ

て
い
る
。「
座
頭
」
に
金
一
両
と
い
う
比
較
的
高
額
な
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
み
る
と
、
座
頭
は
人
形
一
座
の
「
ざ
が
し
ら
」、
即
ち
人
形
浄
瑠
璃
興

行
の
プ
ロ
で
何
ら
か
の
指
導
、
差
配
等
を
頼
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
他
に

「
座
頭
」
に
は
、
①
「
金
壱
分
百
文
」
を
「
あ
わ
せ
代
」
と
し
て
、
②
「
弐
百
五

十
文
」
を
「
座
頭
送
り
人
足
代
」
と
し
て
記
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
代
は
不
明
だ

が
、
本
柿
木
村
か
ら
人
足
代
を
払
っ
て
送
り
届
け
る
、
即
ち
厚
遇
す
べ
き
人
物
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
條
助
」
に
は
、
⑥
の
他
⑦
の
「
酒
壱
升
」
と
「
し
い
竹
壱
升
」、「
庄
八
」
に

は
⑧
「
百
五
十
文
」
を
「
酒
代
」
と
し
て
渡
し
て
い
る
。
更
に
、
③
で
二
人
に

は
、
修
善
寺
の
温
泉
で
接
待
で
あ
ろ
う
か
、「
入
湯
入
用　

金
壱
分
八
百
文
」
と

「
道
部
」
へ
の
駄
賃
「
五
百
文
」
を
払
っ
て
い
る
。
こ
の
二
人
も
温
泉
接
待
と
い

う
厚
遇
を
す
べ
き
重
要
な
人
物
と
言
え
よ
う
。
③
で
の
名
前
は
佐
助
に
な
っ
て
い

る
が
、
⑤
⑥
⑦
⑧
を
み
る
と
「
佐
助
」
は
「
條
助
」
で
、
③
は
誤
記
と
見
た
方
が

い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
道
部
」
と
い
う
地
の
「
座
頭
」、「
庄
八
」、「
條
助
」
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な

の
か
。

　
「
道
部
」
と
言
え
ば
、
前
出
（
四
（
で
、
江
戸
か
ら
の
人
形
頭
・
衣
裳
等
の
荷

が
上
が
っ
た
湊
で
あ
っ
た
。
人
形
用
具
の
荷
を
年
貢
を
積
み
出
し
て
い
た
三
津
村

の
湊
で
は
な
く
、「
道
部
」
に
あ
げ
た
の
は
、
江
戸
で
の
道
具
類
購
入
に
一
役

買
っ
た
人
形
浄
瑠
璃
関
係
者
が
道
部
に
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
を
前

に
記
し
た
。

　
（
五
（
の
記
事
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
道
部
」
の
「
座
頭
」
は
、「
ざ
が
し

ら
」
即
ち
、
人
形
浄
瑠
璃
一
座
の
棟
梁
で
、
本
柿
木
村
の
江
戸
で
の
人
形
用
具
購

入
に
も
か
か
わ
っ
た
人
物
で
、
本
柿
木
村
の
人
形
浄
瑠
璃
上
演
に
も
指
導
的
な
立

場
で
貢
献
し
た
人
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。「
庄
八
」、「
條
助
」
も

同
様
に
人
形
浄
瑠
璃
関
係
者
で
あ
ろ
う
。

　

一
般
的
に
、
各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
人
形
浄
瑠
璃
は
、
公
演
を
す
る
場
合
、

三
味
線
・
太
夫
は
外
か
ら
プ
ロ
を
招
き
、
地
元
の
人
が
人
形
を
遣
う
。
地
元
の
人

が
舞
台
で
人
形
を
遣
う
た
め
に
は
、
技
芸
向
上
の
た
め
の
指
導
者
が
必
要
で
、
日

ご
ろ
か
ら
そ
の
指
導
者
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

「
道
部
」
の
「
座
頭
」
は
、
本
柿
木
村
の
人
形
遣
い
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
人

物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
「
庄
八
」、「
條
助
」
も
「
道
部
」
の
「
座

頭
」
の
一
座
の
座
員
で
、
一
緒
に
本
柿
木
村
の
人
々
の
稽
古
を
つ
け
て
い
た
指
導

員
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
の
厚
遇
で
は
な
い
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
憶
測
に
留
ま
る
が
、「
道
部
」
の
「
座
頭
」
と
「
庄
八
」、「
條
助
」

は
、
日
ご
ろ
か
ら
本
柿
木
村
で
の
人
形
遣
い
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
て
、
安
永
六

年
祭
礼
で
の
人
形
浄
瑠
璃
上
演
に
あ
た
り
、
江
戸
で
の
用
具
購
入
・
運
搬
の
世
話

を
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
一
連
の
動
き
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　

現
時
点
で
「
道
部
」
に
人
形
浄
瑠
璃
の
一
座
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
て
い

な
い
。
今
後
調
べ
て
み
た
い
。

（
六
）　�

見
物
席
の
座
敷
割
に
つ
い
て
（
一
四
四
頁
上
段
十
八
行
目
～
一
四
五
頁
上

段
八
行
目
）

　

次
の
記
事
は
、
祭
礼
操
上
演
時
に
お
け
る
座
敷
の
割
当
が
記
さ
れ
て
い
る
。
興

行
日
時
は
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、
正
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

座
敷
割
之
覺

第
一
だ
ん　
　

村
々
若
者

　
　
　
　
　
　

座
敷

第　
　
　
　
　

名
主
屋
敷

二　
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第
三　
　
　
　

組
頭

　
　
　
　
　
　

百
姓
代

　
　
　
　
　
　

座
頭

　
　
　
　
　
　

と
う
ど
り

　
　
　
　
　
　

せ
わ
や
き

第
四　
　
　
　

惣
役
者

　
　
　
　
　
　

座
敷

第
五　
　
　
　

役
者
ニ
不
出
若
者
共

　
　
　
　
　
　

並
ニ
村
古
き

　
　
　
　
　
　

家
筋
役

　
　
　
　
　
　

休
居
候
方
々

第
六　
　
　
　

惣
村
中
座
敷

右
左
上
座
敷　

大
龍
寺

　
　
　
　
　
　

法
泉
寺

　
　
　
　
　
　

太
夫

　
　
　
　
　
　

し
な
ん
人

　
　
　
　
　
　

通
り
者

　
　
　
　
　
　

龍
源
寺

　
　
　
　
　
　

村
々
役

　
　
　
　
　
　

并
ニ　

座
敷

　
　
　
　
　
　

座
元

　
　
　
　
　
　

と
う
取

　
　
　
　
　
　

せ
わ
や
き

　
　
　
　
　
　

座
敷

右
之
通
始
年

此
之
通
り
座
敷

割
仕
候
間
例
格
ニ

可
仕
候
以
上

正
月
廿
八
日

興
行
仕
候

（
後
略
（

　

座
敷
の
割
り
振
り
で
は
、
ま
ず
、「
第
一
だ
ん
」
に
は
、
村
々
の
若
者
、
即
ち

近
隣
の
村
々
の
若
者
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。『
静
岡
県
史　

通
史
編
４　

近
世

二
』
で
は
、「
第
一
番
は
「
村
々
若
者
」
に
当
て
ら
れ
て
い
た
。
他
村
の
若
者
の

観
覧
が
、
最
上
の
席
を
用
意
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
若
者
中
心
の
運
営
で

あ
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
り
、
ま
た
他
村
若
者
と
の
連
携
を
も
お
も
わ
せ

る（
11
（

」
と
す
る
。

　
「
第
二
」
が
「
名
主
屋
敷
（
の
者
た
ち
（」、「
第
三
」
が
「
組
頭
」、「
百
姓
代
」、

「
座
頭
」、「
と
う
ど
り
」、「
せ
わ
や
き
」、「
第
四
」
に
「
惣
役
者
」
と
あ
り
、「
第

五
」
に
は
「
役
者
ニ
不
出
若
者
共
」、
即
ち
（
人
形
遣
い
（
と
し
て
出
演
し
な
い

若
者
た
ち
の
席
も
あ
る
。

　
「
左
右
上
座
敷
」
は
、
い
わ
ゆ
る
桟
敷
席
で
あ
ろ
う
。「
大
龍
寺
」、「
法
泉
寺
」、

「
龍
源
寺
」
と
い
う
寺
々
や
村
々
役
と
い
う
い
わ
ば
招
待
者
と
言
え
る
人
々
の
他
、

「
太
夫
」、「
座
元
」、「
と
う
取
」、「
せ
わ
に
ん
」
と
い
う
主
催
者
側
の
重
役
が
同

席
し
て
い
る
。
招
待
者
へ
の
接
待
の
た
め
か
と
推
測
さ
れ
る
。『
静
岡
県
史　

通

史
編
４　

近
世
二
』
の
言
う
通
り
、
祭
礼
の
人
形
浄
瑠
璃
上
演
は
若
者
を
主
体
と

し
つ
つ
も
、
名
主
友
右
衛
門
を
中
心
に
、
村
を
あ
げ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

四
、
ま
と
め
・
今
後
の
課
題

　

以
上
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
か
ら
、
い
く
つ
か
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
に
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関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
検
討
を
行
っ
た
。
推
測
の
域
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
金
銭
出
納
帳
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
本
柿
木
村
で
の
人
形
浄
瑠
璃
上
演
に

係
る
一
連
の
動
向
が
新
た
な
成
果
と
し
て
得
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
上
演
演
目
、
用
具
運
搬
ル
ー
ト
、「
道
部
」
の
人
形
浄
瑠
璃
一
座
と
の

関
り
を
指
摘
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
演
演
目
に
つ
い
て
は
、
購
入
し
た
用
具

か
ら
式
三
番
の
上
演
を
指
摘
し
、
更
に
購
入
し
た
か
し
ら
の
配
役
よ
り
「
義
経
腰

越
状
」
上
演
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
用
具
類
は
、
人
を
介
し
て
江
戸
か
ら
調
達

し
、
海
路
で
運
び
、
道
部
湊
で
荷
揚
げ
し
て
陸
路
で
本
柿
木
村
へ
搬
入
し
て
い

た
。「
道
部
」
と
の
行
き
来
、「
道
部
」
の
「
座
頭
」、「
庄
八
」、「
條
助
」
ら
へ
の

礼
金
、
駄
賃
、
酒
代
な
ど
の
贈
答
な
ど
か
ら
、
人
形
浄
瑠
璃
の
指
導
的
関
係
を
推

測
し
た
。
用
具
類
の
調
達
に
も
道
部
の
人
形
浄
瑠
璃
の
関
係
者
が
動
い
て
い
た
こ

と
も
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
人
形
の
か
し
ら
・
手
足
・
装
束
類
の
材
料
、
製
作
用
具
を
購
入
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
か
し
ら
以
外
の
手
足
、
胴
な
ど
は
自
分
た
ち
で
製
作
す
る
と
い

う
現
在
の
在
り
方
と
変
わ
ら
な
い
状
況
も
み
て
と
れ
た
。

　

本
稿
で
は
「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
を
取
り
上
げ
た
が
、
土
屋
甚
右
衛
門
氏

所
蔵
資
料
全
体
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
を
含
め
、
複

数
の
祭
礼
入
用
帳
等
、
現
在
、
次
に
あ
げ
る
十
六
点
の
人
形
浄
瑠
璃
上
演
に
関
す

る
史
料
を
確
認
し
た
。

① 

安
永
六
年
（
一
七
七
七
（
酉
ノ
正
月
吉
日 

 

豆
州
柿
木
村
祭
礼
中
諸
入
用
帳　

（
既
出
（

② 

安
永
七
年
（
一
七
七
八
（
戌
ノ
九
月
吉
日 

豆
州
本
柿
木
村
祭
礼
諸
入
用
勘

定
割
覚
帳

③ 

安
永
七
年
（
一
七
七
八
（
戌
九
月
廿
日 

花
觸
て
う

④ 

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
（
う
の
二
月 

祭
礼
入
用
又
者
家
業
お
ぼ
へ
帳

⑤ 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
正
月 

祭
礼
諸
色
之
扣
帳

⑥ 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
亥
正
月
吉
日 

柿
木
村
人
形
衣
装
割
不
足
扣

⑦ 

亥
（
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（（
正
月 

祭
礼
ニ
付
覚
物
代
附
扣
覚
帳

⑧ 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
閏
正
月
廿
七
日 

花
場
帳

⑨ 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
亥
二
月
吉
日 

花
場
渡
し
銭
扣

⑩ 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
八
月 

人
形
役
割
帳

⑪ 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
九
月 

那
須
之
与
市
西
海
硯
役
者
割

⑫ 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
（
九
月 

那
須
与
市
衣
装
割
帳

⑬ 

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
（
二
月 

 

ひ
ら
が
な
盛
衰
記
花
場
幷
家
内 

江
見
舞
書
抜
帳

⑭ 

文
化
十
一
歳
（
一
八
一
四
（
正
月
吉
日 

柿
木
村
祭
禮
御
見
舞
扣
帳

⑮ 

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
（
二
月
朔
日 

花
場
帳

⑯ 

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
（
二
月
朔
日 

藝
者
花
請
納
扣
帳

　

今
後
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
を
読
み
解
き
、
本
柿
木
村
に
お
け
る
、
安
永
六
年
か
ら

文
化
十
一
年
ま
で
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
に
ま
つ
わ
る
生
活
や
人
形
浄
瑠
璃
興
行
の

展
開
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

現
在
の
本
柿
木
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃
の
用
具
の
伝
存
な
ど
は
全
く
見
ら
れ
な

い
。
伝
承
も
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
度
の
「
安
永
六
年
祭
礼
入

用
帳
」
で
「
義
経
腰
越
状
」
上
演
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
、
史
料
の
リ
ス
ト
を

見
る
と
、「
ひ
ら
が
な
盛
衰
記
」
や
那
須
与
一
が
活
躍
す
る
演
目
な
ど
が
上
演
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
伊
豆
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
人
形
に
よ
る
儀
式
的

な
式
三
番
の
み
で
芝
居
の
演
目
の
上
演
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
見
る
と
、

「
義
経
腰
越
状
」
以
外
に
も
、
那
須
与
一
が
登
場
す
る
演
目
や
「
ひ
ら
が
な
盛
衰

記
」
と
い
っ
た
芝
居
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
先
の
史
料
後
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
現
代
へ
の
展
開
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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ま
た
、「
安
永
六
年
祭
礼
入
用
帳
」
で
は
、
本
柿
木
村
で
の
伝
承
や
興
行
の
状

況
が
読
み
取
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
加
え
て
考
察
す
る
こ
と
で
よ
り
明
確
に

な
る
と
こ
ろ
、
新
た
に
分
か
る
と
こ
ろ
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
今
後
は
、
一
つ
一

つ
読
み
解
き
、
江
戸
時
代
後
期
各
地
に
伝
播
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
伝
承
・
興
行
に

つ
い
て
、
本
柿
木
村
の
例
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

付
記

　

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
飯
塚

晴
夫
様
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
調
査
課
仲
村
修
也
様
、
伊
豆
市
教
育
委
員
会
教

育
部
社
会
教
育
課
中
村
伸
吾
様
、
同
課
堀
江
貴
弘
様
、
伊
豆
市
文
化
財
保
護
審
議

委
員
橋
本
敬
之
様
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注

（
1
（ 

祐
田
義
雄
稿　

義
太
夫
年
表
近
世
篇
刊
行
会
編
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
1
～

5
・
別
巻
』、
八
木
書
店
、
一
九
七
九
～
一
九
九
〇

（
2
（ 

静
岡
県
編
『
静
岡
県
史　

資
料
編
12　

近
世
四
』、
静
岡
県
、
一
九
九
五
、
一
三

五
頁
～
一
四
五
頁
、
資
料
№
七
八

（
3
（ 

静
岡
県
編
『
静
岡
県
史　

通
史
編
４　

近
世
二
』、
静
岡
県
、
一
九
九
七
、
六
六

五
頁
・
六
六
七
頁

（
4
（ 

中
略
部
分
に
は
、
衣
装
七
十
二
品
・「
さ
め
か
わ
」
等
の
人
形
修
繕
・
製
作
用
の

材
料
、（
四
（
で
紹
介
す
る
調
達
や
輸
送
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
5
（ 

中
略
部
分
に
は
、（
二
（
の
人
形
か
し
ら
の
情
報
・
幕
製
作
・
三
味
線
糸
代
、
人

形
の
修
理
道
具
、
材
料
等
に
係
る
費
用
の
記
録
が
あ
る
。

（
（
（ 

令
和
三
年
の
三
上
の
調
査
に
よ
る
。
な
お
伊
豆
市
上
白
岩
小
川
の
人
形
式
三
番
は

一
度
途
絶
え
た
も
の
を
、
西
伊
豆
町
仁
科
か
ら
操
法
を
習
得
し
て
復
活
し
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
。

（
（
（ 

永
田
衡
吉
『
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
誌　

増
補
改
訂
版
』、
錦
正
社
、
一
九
八
七
、

八
五
五
頁

（
8
（ 

中
略
部
分
に
は
、
衣
裳
購
入
・
江
戸
で
の
輸
送
費
・
江
戸
で
の
謝
金
・（
一
（
の

式
三
番
の
人
形
の
情
報
・（
二
（
の
人
形
か
し
ら
の
情
報
・
幕
製
作
・
三
味
線
糸
代

等
に
係
る
費
用
の
記
録
が
あ
る
。

（
9
（ 

中
略
部
分
に
は
、「
と
う
し
み
」・
帯
・「
ち
ゃ
わ
ん
」・
タ
バ
コ
弐
斤
・「
浅
ぎ
」・

「
白
き
ぬ
」・「
も
み
」・「
大
ど
（
黄
土
ヵ
（」
に
係
る
費
用
の
記
録
が
あ
る
。
な
お

「
浅
ぎ
」
以
下
の
用
途
は
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
人
形
用
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
10
（ 

中
略
部
分
に
は
、「
大
は
り
弐
疋
」、「
銀
紙
五
枚
」・「
花
か
ん
ざ
し
六
本
」・「
か

も
じ
十
」
に
係
る
費
用
の
記
録
が
あ
る
。「
大
は
り
」
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
。「
銀

紙
」
等
は
小
道
具
の
類
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
11
（ 

中
略
部
分
に
は
、（
一
（
の
式
三
番
の
人
形
の
情
報
・（
二
（
の
人
形
か
し
ら
の
情

報
・
水
油
等
の
燃
料
費
・
半
紙
・
タ
バ
コ
・
駄
賃
等
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ

る
。

（
12
（ 

中
略
部
分
に
は
、
江
戸
露
金
・
修
善
寺
村
で
購
入
し
た
人
形
二
つ
代
・
幕
用
木

綿
・
幕
染
代
に
係
る
費
用
の
記
録
が
あ
る
。

（
13
（ 

中
略
部
分
に
は
、
衣
裳
（（
一
（
の
三
番
叟
衣
裳
含
む
（・
小
道
具
（「
花
か
ん
ざ

し
」
等
（・
タ
バ
コ
・
水
油
等
の
購
入
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
14
（ 

中
略
部
分
に
は
、
水
油
・
半
紙
・「
は
い
ず
み
」
等
の
購
入
に
係
る
費
用
等
の
記

録
が
あ
る
。

（
15
（ 

中
略
部
分
に
は
、「
清
弥
分
た
ひ
其
外
ノ
物
」
と
し
て
「
壱
〆
三
百
六
拾
弐
文
」

を
計
上
し
た
記
録
が
あ
る
。
清
弥
は
人
名
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
人
物
像
は

不
明
。

（
1（
（ 

中
略
部
分
に
は
、
タ
バ
コ
弐
斤
・
半
紙
弐
枚
の
購
入
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ

る
。

（
1（
（ 

中
略
部
分
に
は
、
水
油
・
味
噌
等
の
購
入
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
18
（ 
中
略
部
分
に
は
、
タ
バ
コ
・
水
油
・
野
菜
・
味
噌
購
入
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が

あ
る
。

（
19
（ 

中
略
部
分
に
は
、
水
油
代
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
20
（ 

中
略
部
分
に
は
、
主
に
味
噌
・
菓
子
・
し
ょ
う
ゆ
等
祭
礼
用
の
食
糧
費
に
係
る
費

用
等
の
記
録
が
あ
る
。
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（ 15 ）

（
21
（ 

中
略
部
分
に
は
、
酒
代
・
釘
代
・
世
話
人
等
が
負
担
し
た
支
出
に
対
す
る
費
用
弁

償
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
22
（ 

中
略
部
分
に
は
、
紙
代
・
人
形
（
頭
・
古
衣
裳
三
つ
（・「
十
文
た
び
」（
太
夫
用

で
は
な
い
（
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
23
（ 
中
略
部
分
に
は
、
中
古
人
形
・
中
古
衣
裳
三
つ
・「
灰
弐
俵
」・「
米
壱
俵
」
等
に

係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
24
（ 

中
略
部
分
に
は
、「
修
善
寺
（
村
（
嘉
兵
衛
様
」
へ
の
礼
肴
代
と
酒
代
に
係
る
費

用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
25
（ 

中
略
部
分
に
は
、「
伴
助
」
へ
の
謝
礼
と
「
湯
ヶ
し
ま
（
村
（」・「
熊
坂
（
村
（」

へ
の
酒
代
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
2（
（ 

中
略
部
分
に
は
、「
丈
助
（
條
助
（
様
」
の
礼
と
同
じ
も
の
を
「
喜
助
様
」
と
「
惣

六
郎
様
」
に
贈
っ
た
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
2（
（ 

中
略
部
分
に
は
、
酒
代
と
地
代
に
係
る
費
用
等
の
記
録
が
あ
る
。

（
28
（ 

現
在
の
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
南
条
。

（
29
（ 

現
在
の
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
吉
田
。

（
30
（ 

駿
河
国
駿
東
郡
大
坂
村
は
現
在
の
静
岡
県
御
殿
場
市
大
坂
、
遠
江
国
城
東
郡
東
大

坂
村
・
西
大
坂
村
は
現
在
の
静
岡
県
掛
川
市
大
坂
。
な
お
、
遠
江
国
城
東
郡
に
隣
接

す
る
榛
原
郡
吉
田
村
に
は
宝
暦
年
間
に
江
戸
で
活
躍
し
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
（

に
同
地
で
没
し
た
和
泉
太
夫
が
存
在
し
、
人
形
か
し
ら
が
存
在
す
る
な
ど
人
形
浄
瑠

璃
の
さ
か
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
31
（ 

祐
田
善
雄
稿　

義
太
夫
年
表
近
世
篇
刊
行
会
編
『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
1
（
延 

宝
～
天
明
（』、
八
木
書
店
、
一
九
七
九

（
32
（ 

前
掲
注（
31
（、
一
六
四
頁

（
33
（ 

静
岡
県
編
『
静
岡
県
史　

通
史
編
４　

近
世
二
』、
静
岡
県
、
一
九
九
七
、
六
六

七
頁

 

（
み
か
み　

よ
し
の
り　

生
活
機
構
学
専
攻　

1
年
（

 

（
お
お
や
つ　

さ
な
え　

生
活
機
構
学
専
攻　

教
授
（

 

受
理
年
月
日　

令
和
3
年
10
月
22
日

 

審
査
終
了
日　

令
和
3
年
12
月
17
日
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